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■指導行政のポイント 
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 このたび，教育開発研究所から『戦後教育はなぜ
紛糾したのか』という図書（以下「本書」）を出版
した。自分の本を紹介するのは，いささか気が引け
るが，お許しをいただきたい。 
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 本書の帯に「元文部官僚が書いた体験的戦後教育
史」というキャッチコピーが記してある。つまり，
これは私の体験的な戦後教育史である。35年余に及
ぶ文部省勤務のなかで，私自身が見聞し，体験した
戦後教育の実相をエピソードを交えて綴った。 
 ふり返れば，戦後の教育界では紛争が絶えなかっ
た。学習指導要領，教科書検定，道徳教育，勤務評
定，全国学力調査（40 年前の），ストライキ，主任
制，職員会議，国旗・国歌――こうして挙げていけ
ばきりがないほど，時々の教育施策をめぐって対立
と抗争が起き，教育現場に混乱をもたらした。 
 では，なぜ戦後教育は紛糾したのか。本書では，
終戦直後の教育改革から平成 18 年の教育基本法改
正までの 60 年間の主なテーマを取り上げ，戦後教
育がなぜ紛糾したのかを，教育行政の立場からでき
る限り実証的に解明することを試みた。 
 私は，戦後教育の紛糾の背景に３つの思想があっ
たと考えている。第１は，占領軍がもたらしたアメ
リカのプラグマティズム。第２は，社会主義の実現
を目指すマルキシズム。第３は，戦争の贖罪からく
る反国家主義の思想。この３つの思想がない交ぜに
なって，戦後教育を特異なものにした。詳しくは，
本書をご覧いただきたいが，簡単に要約すると，こ
うだ。 
 第１のアメリカのプラグマティズムは，戦後のカ
リキュラムに影響を与えた。戦後の学校教育は，デ
ューイの教育思想の影響を受けて，体験主義を重視
したカリキュラムでスタートした。しかし，体験主
義カリキュラムは，基礎学力の低下を招く結果とな
り，独立後の見直しで系統主義に基づくカリキュラ

ムに転換した。これを進歩的教育学者は「逆コース」
と批判し，日教組は「総抵抗」運動を展開した。道
徳教育講習会の妨害や学テ反対闘争はこの延長線上
にあった。 
 第２のマルキシズムは，教職員組合の活動に影響
を及ぼした。日教組の倫理綱領に「搾取と貧乏と失
業を伴う今日のような社会体制は根本から考え直さ
なければならない」と掲げられ，その綱領に則った
教師の活動が偏向教育を招いた。その代表的な事例
は，社会主義国家を賛美した夏休み帳を配付して問
題となった山口県小・中学校日記事件である。家永
裁判をはじめとする教科書検定への攻撃や全国に吹
き荒れた学園紛争はマルキシズムと通底している。 
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 第３の反国家の思想は，「教え子を再び戦場に送
らない」という反戦平和運動となり，「日の丸」「君
が代」に対する拒否闘争となった。また，反国家の
思想は，教育委員会や校長を権力の手先と非難攻撃
する風潮を学校現場に醸成した。職員会議を学校運
営の最高議決機関とする主張や勤評反対闘争，主任
制反対闘争等も根は同じである。 
 しかし，本書は，教育紛争ばかりを取り上げてい
るわけではない。イデオロギーが退潮した 1980 年
代以降，先進諸国が共通して悩んだ教育課題（学力
低下や校内暴力・いじめ等）への対応に苦心したこ
と，急激な社会の変化に対応するため，臨時教育審
議会，教育改革国民会議，教育再生会議など官邸主
導の教育改革が20年にわたって続いたこと，「ゆと
り教育」批判と学力低下論争が教育行政に与えた意
味などについても詳述し，戦後教育の流れを全体的
に俯瞰している。 
 政権交代で教育政策のあり方が改めて問われてい
るいま，本書によって戦後教育が歩んだ道を検証し
てみてほしい。 
（ひしむら・ゆきひこ＝(財)学習ｿﾌﾄｳｴｱ情報研究ｾﾝﾀｰ理事長） 
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